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1．はじめに 

今日の技術系の分野では英語での情報発信が一般

的となっている．そして技術文書を作成する際に専

門家によって書かれた技術文書を参考にするという

方法がある．我々はこのような作業を支援する Web

アプリケーションの構築を目指している[1]． 

我々が開発中のシステム EWSS では技術文献コー

パスの例文約 29 万件から検索機能を用いて学習者

の入力する英文と類似する例文を提示している．学

習者は提示例文を参考にして技術文書作成を行う．

EWSS の問題点としては，類似する例文が提示され

る一方で，時に似通った例文が必要以上に上位にラ

ンクされ，多様性に富んでいなかったり，情報量に

欠けたりすることがあった．これに対して我々はワ

ードファミリーの概念を導入することでその解決策

として与える試みを行い，その小実験の結果を示す． 

2．関連研究 

 本研究では例文提示を用いた英作文支援を行って

いるため例文提示形式の類似研究を紹介する． 

高松ら[2]は論文執筆等の支援を目的としコーパ

スから文を検索，検索文や検索文数を閲覧し表現の

適切性等の確認を行う用例検索システムを開発した．

また陸ら[3]は第二言語での作文学習支援システム

の構築を行った．このシステムでは句共起関係コー

パスを利用している．  

3．[1]の検索機能の概要 

 検索機能には類似文検索とフレーズ検索がある．

本発表では類似文検索に焦点を当てその概要を説明

する．まず形態素解析器 TreeTagger[4]を用いて入

力文・コーパス文中に含まれる単語の品詞，原形情

報を抽出する．次に英文の特徴となる要素を生成す

るため単語列の n-gram を生成する (本研究では

n=1,2,3 とする)．全ての n-gram の中で機能語のみ

から構成される組み合わせを排除する．論文におけ

る言い換えに関する書籍からの抜粋や英語の概念辞

書である WordNet[5]を利用し，単語に同義語グル

ープ ID を割り当てる．このようにして作成した特

徴集合を用いて英文間の類似度をコサイン類似度を

用いて計測し，降順にソートして英文を提示する． 

4．ワードファミリー導入 

4.1 目的 

 本研究では従来の類似文検索に対し，新たにワー

ドファミリー（見出し語とその変化形及び密接に関

連する派生語からなる単語群．以下 WF）の概念を

加えてアップデートを行う(以下，提案手法)．WF

導入により，従来のシステムでは考慮されなかった，

品詞の異なる派生表現を使用した例文に新たに加点

がなされ，従来に増して多様な例文が提示されるシ

ステムになることを目指す． 

4.2 ワードファミリー導入方法 

 本研究では Nation[6]が提供する WFリストを利用

する．事前に同リスト内の WFグループに ID を振り

（以下 WF-ID），本システムで使用するコーパス内

文章と学習者による入力文に対し，各単語に同義語

グループ ID 割り当てに加えて WF-ID 割り当てを行

う．また，WF グループを追加することで新たに類

似文として上位に認識されるよう顕在化させるため，

今回は WF グループの一致に対し，適宜重み付けを

行うこととした． 

4.3 実装結果 

 WF グループを導入し，類似文検索機能において

図 1のように実装した． 

 
図 1：提案手法実装後の検索結果画面 

検索時に入力された文章が上部に表示され，同義
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語グループ・WF グループ一覧が左側の同義語・派

生語グループに表示される．また同義語グループ単

語は黒色，WF グループ単語は青色の文字で表示さ

れる．検索結果の類似例文上位 50 位が画面中央に

表示され，類似文検索 1，類似文検索 2 の部分のタ

ブを選択することで従来の検索結果(類似文検索 1)

と提案手法の検索結果(類似文検索 2)を切り替えて

表示することができる．また入力文の単語と同じ同

義語・WF グループに属している単語は同じ色でハ

イライトされる． 

5．実験 

 5.1 実験の概要 

 提案手法における有用性を調査することを目的と

して，某国立大学の学生 9 名を対象に実験を実施す

る．実験協力者は類似文検索を用いて用意した課題

に解答，その後アンケートへ回答を行う． 

WF導入による効果を 2種類の課題によって調査す

る．より多くの表現を用いて英文作成することが可

能になるかを調査する「同義表現課題」，検索結果

を参照することで，誤った品詞使用に対してより自

然な英文に修正することが可能になるかを調査する

「誤り訂正課題」を各 6 問（計 12 問）用意した．

同義表現課題は日本文が提示され，その日本文に対

応する英文を複数作成する課題で，誤り訂正は日本

文とその英訳(部分的に要訂正箇所あり)が提示され，

より自然な英文に訂正する課題である． 

実験協力者は類似文検索を自由に使用しながら，

提示例文を参考にして課題解答を行う．検索結果出

力画面では①提案手法検索結果の提示，②横並びで

従来の検索結果と提案手法の検索結果の両方を提示

の 2 パターンを用意し，2 種類の問題を 3 問ずつ各

提示パターンに割り当てた．提示パターン②を図 2

のように横並びとすることでタブ切り替えの仕様に

気付かず，他方の検索結果の見落としを防ぐ．また

左右の検索結果表示を問題ごとに交互に入れ替える

ことで，表示位置によってユーザの注目が偏ること

が起こらないようにする． 

 
図 2：提示パターン② 

検索結果の例文中，解答作成時に参考にした例文

（以下，参考例文）やその例文の中の各単語（以下，

参考箇所）に対してチェックボックスにチェックす

ることを求めた．解答は複数作成してもよいとし，

同義表現課題に関しては複数作成を必須とした．実

験解答と並行して提案手法の有用性やシステムの改

善点の分析調査目的でアンケートを実施する．質問

項目は各問での検索機能の評価，課題種類ごとの検

索機能への評価，全体を通しての検索機能への評価

となっている． 

5.2 実験分析 

実験時には提示パターン①②，参考例文，参考箇

所，解答等の情報を自動取得し提案手法の特徴を分

析する．提示パターン①から WF グループの単語を

含んだ文章が参考例文として利用されるかを調査し，

提案手法の有用性を分析する．提示パターン②から

検索結果ごとの参考例文選択数や解答作成数，作成

解答内容の比較を行い，提示方法の使い分けを分析

する．また同一課題に対する複数解答に対して前後

の解答を比較し参考例文・参考箇所が与える影響に

ついての調査を行う．また用意した課題ごとの検索

結果の使い分けの可否について検討する．そしてア

ンケートの回答から提案手法が課題解答に役立った

かを調査することで有用性を確認する． 

以上の実験の結果ならびにそのデータ分析，検定

結果などについては当日の発表にて報告を行う． 

6．まとめ 

 本稿では新たにワードファミリーグループを導入

し，見出し語の派生語等も含めて検索する手法を提

案した．また提案手法による効果を確認するために

小実験を実施した．実験結果をもとにデータ分析を

行うことで同手法の有用性の検証やアプリケーショ

ンの改善に取り組んでゆきたいと考えている． 
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